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 研究の目的
 最近胃癌手術前後に放射線療法を行なって遠隔成嶺の向上を期待するいわゆる併用療法の試み
 がなされるようにたった。ことに手術操作による癌細胞剥落遊出などを考慮すれぱ術後照射より
 も術前照射の方が合理的であるという見解にもとずき,この方面の研究が広ぐ行なわれつつある。
 しかしながら胃癌の術前照射は歴史がまだ浅く,多数例の臨床経験にもとずいた系統的な研究も
 づロ
 少ないため,検討を要する点が数多い。旗外科教室では昭和57年より胃癌患者の一部にGO
 を用い,術前照射を施行しているが,著者は,教室における胃癌術前照射54例に対し主として
 臨床的見地から検討を加え、術前照射の意義を明らかにしょうと試みた。
 研究対象および方法
 (1)本研究の対象は,昭和ろ7年12月から昭和59年7月までの間に棋外科教室で手術され
 た胃癌251倒のうちの54例で,liil期間の非照射胃癌177例は対照群とした。
 (2)使用装置は東芝R一エ.107型コバルト照射装置(線源800c,線源皮面間距離70
 乙ツ刀)である。照射野は8x86〃吸いし14x14㎝で,目標総病巣線量を5000π前後におき,
 単純分割法により,背腹交互に連日,1回病巣線量160～300πを照射した。手術は照射終
 了後2～20日目に行なった。
 (3)主腫痢に対する照射効果の検討法
 主腫瘍に対する照射効果を判定するために,照射前および照射後に同一条件で胃透視,撮影を
 行なった。また照射群25例について,キモトワプシン洗練法による胃剥離細胞診を行ない,そ
 の成績を検討した。術前照射・胃切除施行例47働について,組織標本を作製し,組織像および
 組織学的照射効果を判定した。
 (4)遊離癌細胞に対する照射効果の検討法
 術前照射群における流血中癌細胞および腹腔洗滌液中癌細胞の有無を追求した。流血中癌細胞
 については,剔出前後に腫瘍存在部の静脈1皿諭よび門脈血を採取,これらをヘパリン加血としア
 ラビアゴム沈澱法により塗沫標本作製,May一σr'己nwaユdGiam8a染色により鏡検した。
 腹腔洗1條液中癌細胞については,開腹直後かよび手術操作が終了した閉腹直前に滅菌生理食塩水
 100㏄を腹腔に注入,回収し,これを佃ロor.P.皿で10分間遠心,沈査を塗沫標本とし
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 May-GrUn珊a1α一Gie皿8a染色により鏡検した。
 (5)術前照射の生体に対する影響の検討法
 照射期間中、放射線宿酔症状の有無を観察した。さらに血色素量亨ヘマトクリツト値,白血球
 数,尿所見,肝機能の変動を追求した。また一部症例にかいてPSP試験,ワゴスチグミン試験,
 血清電解質検査を行左つた。
実験成績
 (1)主腫瘍に対する照射効果
 照射前後における陰影欠損、部面積の数値的比較は一般に困難であったが臨5例については,腫
 瘍の縮小を推定し得た。照射前後細胞診施行25例にむける照射前成績は陽性22伽で、照射終
 了後6例が疑陽性,5例が陰性化した。切除標本における種瘍の組織像からみて,術前照射例の
 66%に照射効果が証明され,組織学的照射効果は,単純充実癌にかいては,腺癌より高率であ
 った。
 (2)遊離癌細胞に対する照射効果
 術前照射群に寿げる遊離癌細胞寿よび腹腔内剥落癌細胞の出現頻度は,手術操作の前後を通じ
 非照射例におけるよりも明らかに低率であった。
 ㈹術前照射の生体に対する影響
 放射線宿酔は69%に認ダ)られ,22%ではそのため照射を中止した。宿酔の発現は,翻、蒲の
 進展度が大なるほど高く,腫瘍の組織学的照射効果とは無囲係てあった。照射前値の70%以.ヒ
 の白血球減少の程度は照射量大左る程高度であったが,宿酔の程度や,彊癌の組織学的照射効果
 とは平行しなかった。肝・膵・腎の機能には著変を認めなかった。
 (4)術中出血量諭よび術後合併症
 術前照射群では非照射群に比し術中出血量が多ぐ,術{養合併症の出現頻度はやや高率であり,
 照射群にやや特異的と、思われる術後合併症として腹腔内出血および横行結腸合併う蘇例にお・ける
 横行結腸吻合部縫合不全が認められ.た。
結 語
 (1)切除標本の組織学的所見わよび遊離癌細胞の出現頻度からみて,術前照射の効果は明らか
 であり、根治手術と併用するとき,遠隔成績のかなりの向上が期待できる。
 (2)術後合併症の発現頻度は非照射例よりもやや高率であり,術前照射例においては手術操作
 にとぐに懐重な注意を必要とする。
 (3)今後,懸源または照射方式の改良により放射線宿酔を軽減し術後合併症を防止する方向に
 努力すべきである。
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 審査結果の要旨
 最近胃癌手術前後に放射線療法を行なって,遠隔成績の向上を期待するいわゆる併用療法が試
 む
 みられている。梅外科教室ては昭和5フ年より,胃癌患者の一部にCoを用い,術前照射を施
 行しているが,著者は教室におけろ胃癌術荊照射54例に対し,主として臨床的見地から,その
 意義を検討している。対照群は同期闘に診けろ非照射胃癌例177例である。
 照射方法は,単純分割法とし,て回病巣線量を160～300r,総病巣線量は3000r前
 後を目標としている。
 これらの照射例の主腫瘤に対する照射効果を検討するため,照射前かよび照射後に同一条件で
 胃透視,撮影を行なっている。また,これ彦)の組織像友らびに組織学的照射効果を検討すると同
 時に,一・部の症例では,キモトリブシン洗滌法による胃剥離細胞診を施行している。遊離癌細胞
 に対する照射効果に関しては,流血中癌細胞および腹腔洗滌液中癌細胞の有無を追求している。
 その他,放射線宿酔の有無,諸種血液学的所見肝機能,腎機能,血清電解質所見左どから,照
 射の生体に及ぼす影響について論じている。
 その結果,術誌照射は主腫瘍1て対しては,一部の例において,その藷i小,細胞診の陰・性化な、ビ
 で≧認め,組紐学的にもその66%に照射効果を証明している。また,術前照射群に1厨ナる術中遊
 離癌細胞むよび腹腔内剥落癌細胞の出現頻度ンま,対照群にぐらぺて明らか忙低率であったとして
 1、(る。一;与,「屋射f列の69%に!放射線宿酔を認潔),22躬でi丈そのため照射をrコ止しているカ;,
 これは需療の進展度が大煮る阪ど高く,腫瘍の組織学的効果とは無関係であると述べている。ま
 た,術後合併症の頻度は対照群に比しやや高率であて)たとしている。
 以上から,著者は次の点を強調している。すなわち,術前照射の効果は明らかであり,根治手
 術と併用すれぱ,遠隔成績のかなりの向上が期待されること。術後合併症の発現頻度は対照群よ
 りもやや高率であ9,術前照射倒にむいては手術操作にとくに慎重た注意を必蕩とすること。今
 後,線源または照射方式の改良により放射線宿酔を軽減し,術後合併症を防止ナる必要のあるこ
 と,などの、点である。
 以上本論文は胃癌の手術的療法をさらに一歩すすめうることを示唆したもので,癌臨床に寄一与.
 するところが多きい。
 したがって,本論文は学位を授一与するに値するものと認める。'
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